
明
治
十
五
年
十
二
月

同
 
十
七
年
四
月

同
 
十
九
年
四
月

同
 
二
十
年
四
月
 

一
一十
一
一
年
四月
 

年
十
一
月
 

二
十
四
年
四
月
 

二
十
五
年
三
月
 

同 同 同 同 

同 同 同 同 同 同 同 同 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

し
を
同
十
六
年
第

三
十
六
畢
匿
聯
合
藤
枝
小
撃
校
と
構
す
同
二
十
三

年
各

尋
常
校
の
経
済
共
通
と
な
り
し
ょ
り
現
時
の
各
構
に
改
め
位
置
を
藤
枝
に

設
け
川
倉
藤
枝
及
委
託
を
受
け
た
る
中
里
村
部
内
の
大
津
内
を
併
せ

三
厘

の
見
童
を
就
畢
せ
し
め
同
三
十
二
年
一
月
大
津
内
の
委
託
を
解
く
と
同
時

に
営
時
の
村
長
白
川
重
治
は
見
童
通
撃
の
便
を
計
り
位
置
を
川
倉
厘
の
南

端
に
選
み
七
百
回
の
費
用
を
支
出
し
完
全
な
る
校
舎
を

新
築
し
て
之
に
移

り
二
撃
級
に
編
制
せ
り
爾
来
見
童
就
撃
督
促
の

結
果
生
徒
溢
増
加
し
校
舎

狭
阻
を
告
ぐ
る
を
以
て
同
四
十
一
年
度
に
於
て
敷
地
購
求
し
改
築
の
準
備

を
な
せ
り
而
し
て
同
四
十
三
年
末
に
於
け

る
就
撃
見
童
の
数
百
五
十
八
名

の
多
き
に
至
れ
り
 

明
治
三
十
九
年
紀
年
林
及
び
基
本
財
産
の
目
的
を

以
て
川
倉
医
有
地
の

内
三
反
歩
を
借
入
れ
杉
百
本
扇
柏
百
本
黒
松
千
五

百
本
赤
松
千
本
落
葉
松

一
一百
本
棒
二
百
本
を
同
四
十
二
年
迄
に
植
栽
を
了
せ
り
 

創
立
以
来
の
校
長
左
の
如
し
 

内
藤
助
三
郎

宮
本
吉
太
郎

平
山
 
勇
人

高
山
 
熊
市

伊
藤
八
右
衛
門

山
本
 
彦
市

長
井
 
規
則

小
山
内
爵
次
郎
 
 

同
 

年
十
一
月
 
同
 
同
 

田
中
 
和
七
 

同
 
二
十
六
年
十
二
月
 
同
 
同
 

千
葉
富
士
太
郎
 

同
 
三
十
年
四
月
 

同
 
同
 

開
米
利
次
郎
 

同
 
三
十
二
年
一
月
 

同
 
同
 

小
山
内
雄
馬
 

同
 
四
十
四
年
四
月
 

同
 
同
 

（
現
）
成
田
俊
八
郎
 

金
木
第
三

ョ
寺常
小

畢
校
 

本
校
は
明
治
十
四
年
三
月
の
創
立
に
し

て
位
置
を
蒔
田
匡
に
設
け
蒔
田

神
原
の
見
童
を
就
畢
せ
し
む
る
ー
の
簡
易
小
畢
校
に
し

て
第
三
十
五
撃
匿

聯
合
小
畢
校
と
構
せ
し
が
同
二
十
三
年
各
尋
常
校
の
経
済
共
通
と
な
り
し
ょ

り
現
時
の
名
稽
と
な
れ
り
同
三
十
七
年
改
築
し
て
完
全
な
る
校
舎
を
設
け

爾
来
生
徒
の
増
加
に
伴
ひ
同
四
十
年
よ
り
二
畢
級
に
編
制
し
同
四
十
三
年

末
調
査
に
依
れ
ば
就
畢
生
徒
百
四
名
に
し
て
出
席
生
徒
の
成
績
亦
た
良
好

な
り
 

同
四
十
年
紀
念
林
及
基
本
財
産
と
し
て
杉
千
本
松
四
百
本
棒
百
本
を
蒔

田
匠
有
地
一
反
歩
を
借
入
れ
同
四
十
二
念
迄
に
植
栽
を
了
せ
り
本
校
は
他

の
小
畢
校
に
比
し
其
創
立
の
最
も
後
れ
た
る
は
同
十
一
年
よ
り
同
十
四
年

迄
の
四
ケ
年
間
は
蒔
田
神
原
の
生
徒
を
金
木
第
一
尋
常
小
撃
校
へ
通
畢
せ

し
め
同
十
四
年
三
月
に
至
り
始
め
て
校
舎
の
新
築
成
る
と
共
に
畢
匿
独
立

の
経
管
を
な
し
た
る
に
因
れ
り
 

創
立
以
来
の
校
長
左
の
如
し
 

明
治
十
四
年
三
月
 
拝
命
 

校
長
 
佐

々
木
九
郎
一

同
 
十
五
年
四
月
 
同
 
同
 

片
山
万
之
助
 

明
治
十
二
年
三
月
 
拝
命
 
校
長
 
木

村
直
太
郎
 

拝
命
 
校
長
 

(17) 

同
 
十
五
年
十
月
 

同
 
同
 

津
軽
文
八
郎
 

同
 
十
七
年
四
月
 

同
 
同
 

泰
 
清

策
 

同
 
十
九
年
三

月
 

同
 
同
 

石
戸
谷
 
謙
 

同
 
一
十
八
年
三
月
 

同
 
同
 

小
山
内
彦
逸
 

同
 
一
十
八
年
七

月
 

同
 
同
 

榊
 
岩
太
郎
 

同
 
一
十
八
年
十
二
月
 
同
 
同
 

杉
山
清
次
郎
 

同
 
一
一十
年
十

二
月
 

同
 
同
 

小
野
 
正
一
 

同
 
「
十
一
年
四
月
 

同
 
同
 

角
田
 
野
人
 

同
 
「
十
二
年
四

月
 

同
 
同
 

光
井
 
嶺
寛
 

同
 
「
十
七
年
七

月
 

同
 
同
 

宮
本
吉
太
郎
 

同
 
四
十
一
年
四

月
 

同
 
同
 

福
士
 

勇
 

同
 
四
十
二
年
十
二

月
 
同
 
同
 

 

（
現
）
川
浪
 
教
淳
 

明
治
一
局等
小
撃
校
男
子

同
宏
心曾
 

本
曾
は
明
治
三
十
三
年
一
月
四
日
の
創
立
に
し
て
本
校
出
身
の
男
子
及

現
在
の
三
四
年
生
徒
を
以
て
曾
員
と
し
本
校
職
員
を
総
て
賛
助
員
と
す
役

員
に
は
曾
長
一
名
副
曾
長
一
名
理
事
二
名
幹
事
九
名
を
置
き
毎
年
八
月
夏

季
休
業
を
利
用
し
開
曾
す
る
規
定
に
し
て
専
ら
曾
員
相
互
の
親
睦
を
謀
り

心
身
の
修
養
を
篤
し
公
徳
心
を
養
成
し
以
て
地
方
の
弊
習
及
び
風
俗
を
改

善
し
社
曾
の
馬
め
貢
献
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
す
 

現
時
曾
員
三
百

六
十
一
名
内
組
合
村
三
百
二
十
一
名
組
合
外
四
十
名
に

て
曾
長
は
鳴
海
祐
逸
副
曾
長
は
傍
島
正
差
な
り
 

明
治
一
尚
等

小
畢

校
女

子
に
宏
心曾
 

本
曾
は
明
治
四
十
年
八
月
の
創
立
に
し
て
曾
員
は
明
治
高
等
小
寧
校
出

身
の
女
子
を
以
て
組
織
し
毎
年
夏
季
一
同
講
話
演
説
或
は
遊
戯
及
手
芸
品

展
覧
曾
を
開
き
互
に
知
識
を
交
換
し
曾
友
の
親
睦
を
計
り
永
く
母
校
の
恩

恵
を
忘
却
せ
さ
ら
ん
こ
と
を
期
せ
り
 

日
 

曜
 
畢
 

校
 

本
校
は
教
育
勅
語
の
聖
旨
を
奉
膿
し
明
治
四
十
二
年
営
村
員
宗
僧
侶
生

玉
慈
照
の
計
量
せ
る
も
の
に
て
悌
教
少
年
曾
と
構
し
曾
員
四
十
名
に
て
毎

土
曜
日
有
益
な
る
訓
話
を
篇
し

つ
つ
あ
る
を
同
四
十
三
年
一
月
日
曜
撃
校

と
改
め
毎
土
曜
日
は
夜
二
時
間
日
曜
日
は
午
前
二
時
間
智
徳
膿
の
三
大
育

の
講
話
を
為
し
見
童
に
倦
怠
の
念
を
起
さ
し
め
さ
る
為
め
に
傍
ら
お
伽
噺

等
を
為
し
て
娯
楽
を
興
へ
興
味
の
間
に
本
旨
の
修
養
を
積
ま
し
む
る
を
目

的
と
せ
る
も
の
に
し
て
将
来
有
望
の
事
業
と
謂
ふ
へ
し
目
下
男
生
徒
七
十

一
人
女
生
徒
三
十
二
人
あ
り
 

金
木
村

皿
圭
目
覧
所
 

人
智
啓
襲
精
神
修
養
の
目
的
を
以
て
我
図
未
曾
有
の
偉
業
た
る
日
韓
合

併
記
念
と
し
て
奮
て
本
所
の
設
立
を
企
岡
せ
し
か
忽
ち
諸
士
の
賛
す
る
所

と
な
り
或
は
書
籍
に
新
聞
雑
誌
に
或
は
金
員
に
績
々
寄
贈
若
し
く
は
補
助

あ
り
て
明
治
四
十
三
年
九
月
本
所
を
金
木
第
一
尋
常
小
寧
校
内
に
設
立
せ
 

h
ノ
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本
所
現
在
の
役
員
左
の

如
し
 

所
 
長
 
津
島

源
右
衛
門
 
副
所
長
 
高
橋
蒲
左
衛
門
 

理
 
事
 
蝦

名
元
太
郎
 

高
橋
良
三
郎
 
三
上

鋭
次
郎
 

工
藤
千
賀
五
郎
 
大
橋
友
三
郎
 

外
 
評
議
員
三
十
名
 
氏
名
略
す
 

⑨
金

木
村

尚
武
 

金
木
村
尚
武
曾
 

本
曾
は
明
治
二
十
八

年
十
月
の
創
立
に
し

て
曾
運
委
扉
振
は
さ
り
し
か
 

日
露
の
戦
役
に
際
し

篤
志
家
相
謀
り
同
三
十
八
年
一

月
之
を
復
興
し
曾
員
 

百
五
十
名
を
募
り
北

津
軽
郡
尚
武
曾
と
連
絡
を
通
し

新
兵
入
管
送
別
曾
又
 

は
凱
旋
軍
人
歓
迎
等
主
と
し
て
本
曾
の
掌
る
虞
た
り
 

帝
園
在
郷
軍
人
曾

金
木
村
分
」II
 

明
治
四
十
三
年
八

月
】
日
襲
布
さ
ら
れ
た
る
帝
国
在
郷
軍
人
曾
設
立
に
 

開
す
る
御
趣
意
に

基
き
在
来
の
軍
人
園
を
組
織
変
更
し

て
本
分
曾
に
改
め
 

同
四
十
四
年
六
月
分
曾
旗
捧
立
式
及
分
曾
襲
曾
式
を
畢
行
せ
り
現
時

曾
員
 

百
二
十
名
基
本
金
百
拾
回
あ
り
現
在
の
役
員
左
の
如
し
 

分
曾
長
陸
軍
少
尉

勲
六
等
洋
田
本
次
郎
 

副
分
曾
長
陸
軍
軽
重
軍

曹
津
島
良
太
郎
 

理
事
陸
歩
兵
軍
曹
勲
七
等
功
七
級
外
崎
健
助
 

理
事
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等
津
島
市
「
廊
 

監
事
陸
軍
歩
兵
曹
長
勲
七
等
功
六
級
村
田
義
男
 

監
事
同
伍
長
勲
八
等
功
七
級
高
橋
良
次
郎
 

出
し
て
同
四
十
三
年
よ

り
青
森
種
馬
所
金
木
種
付
所
を
設
置
せ
ら
れ
洋
種

の
種
馬
を
置
き
斯
に
事
務
所
及
交
尾
場
を
建
築
す
る
等
徒
来
の
面
目
大
に

一
新
す
る
に
至
れ
り
 

金
木
村

産
牛

組
ム
ロ
 

明
治
三
十
一
年
九
月
本
村
花
田
勇
吉
牝
牛
四
頭
を
購
入
し
之
れ
か
繁
殖

を
計
り
し
か
其
成
績
頗
る
良
好
に
て
本
村
産
牛
の
噛
矢
と
す
同
四
十
一
年

高
橋
禰
左
衛
門
外
三

名
襲
起
と
な
り
本
組
合
を
創
立
し
組
合
員
十
ニ
名
に

て
北
津
軽
郡
産
牛
組
合
に
属
し
而
し
て
高
橋
蒲
左
衛
門
は
ホ
ル
シ
タ
エ
ン

種
を
購
ひ
種
牛
と
な
せ
り
同
四
十
二
年
十
一
月
始
め
は
羅
買
市
場
を
金
木

村
に
開
さ
し
か
本
事
業
は
日
尚
浅
き
を
以
て
未
た
良
好
な
る
成
績
を
見
す
 

金
木
村

家
禽
協
曾
 

明
治
四
十
年
十
一
月
の
創
立
に
し
て
家
禽
の
改
良
斯
業
の
普
及
を
計
り

地
方
の
副
業
を
増
殖
す
る
を
以
て
目
的
と
せ
り
創
立
以
来
曾
員
能
く
純
血

種
の
種
鶏
を
飼
養
し
年
々
各
地
よ
り
種
禽
及
種
卵
を
購
入
し
て
其
改
善
を

謀
れ
り
 

洋
鶏
の
我
地
方
に
輸
入
せ
し
は
明
治
二
十
五
年
白
色
レ
ク
ホ
ン
を
以
て

始
め
と
す
其
産
卵
肉
量
共
に
内
園
種
の
遠
く
及
ふ
所
に
あ
ら
す
爾
来
績
々

洋
種
を
輸
入
す
る
も
の
多
く
最
近
の
良
種
の
み
に
て
既
に
八
種
に
及
へ
り
 

明
治
四
十

一
年
以
来
青
森
懸
家
禽
品
評
曾
に
於
て
本
曾
員
山
本
千
代
太

郎
二
等
賞
北
津
軽
郡
農
曾
品
評
曾
に
於
て
本
曾
員
柴
田
匠
七
二
等
賞
東
京

市
主
催
に
係
る
全
国
家
禽
品
評
曾
に
於
て
本
曾
員
角
田
金
七
三
等
賞
銅
牌
 

金
木
村
産
業
 

金
木
村

農
曾
 

本
村
農
曾
は
明
治
三
十
六
年
十
月
の
設
立
に
し
て
専
ら
農
事
の
改
良
進

歩
襲
達
を
計
る
を
以
て
目
的
と
篤
す
而
し
て
本
曾
に
於
て
執
行
せ
る
事
業

の
重
な
る
も
の
は
種
子
の
盟
水
選
肥
舎
改
良
馬
耕
奨
励
燐
酸
肥
料
の
配
付

害
最
解
除
縄
延
製
造
等
に
し
て
着
々
改
良
の
責
敷
を
奏
し

つ
つ
あ
る
を
見

る
本
曾
最
近
の
歳
出
像
算
は
百
二
円
五
十
銭
に
し
て
会
長
津
島
源
右
衛
門

副
会
長
高
橋
弥
左
工
門
其
他
役
員
書
記
等
会
員
の
数
三
百
五
十
六

名
な
り
 

金
木
村

産
馬
事
業
 

本
村
の
主
要
な
る
物
産
は
米
穀
に
し
て
其
れ
に
次
く
は
大
豆
及
馬
鈴
薯
な

h
/
 

明
治
十
七
年
（
ァ
ラ
ビ
ヤ
）
の
雑
種
を
以
て
僅
か
に
馬
匹
の
改
良
を
岡

り
た
る
を
以
て
吾
地
方
産
馬
改
良
の
噴
矢
と
す
次
に
同
三
十
六
年
北
郡
産

馬
組
合
第
二
医
に
属
し
大
字
川
倉
に
種
馬
組
合
と
構
す
る
も
の
を
設
置
し

本
懸
よ
り
種
馬
の
貸
下
を
得
て
牝
馬
五
十
頭
に
種
付
を
な
せ
し

に
年
々
十

頭
内
外
の
生
産
あ
り
て
梢
々
良
好
な
る
結
果
を
見
た
り
と
難
も
幾
何
も
な

く
し
て
之
を
鷹
止
せ
り
時
に
村
内
の
篤
志
家
な
る
津
島
源
右
衛
門
模
範
的

飼
育
を
試
み
ん
と
し
て
牝
馬
を
購
入
し
之
を
洋
種
に
配
合
せ
し
む
る
に
頗

る
良
好
の
も
の
を
産
せ
し
か
は
爾
来
産
馬
事
業
に
心
を
傾
る
も
の
績
々
輩
 

を
受
く
其
他
村
農
曾
主
催
の
家
禽
品
評
曾
に
於
て
賞
詞
に
興
る
も

の
多
々

あ
り
而
し
て
其
重
な
る
種
類
を
畢
く
れ
は
左
の
如
し
 

レ
ク
ホ
ソ
 

オ
ー
ピ

ン
グ
ト

ン
 
ブ

リ

マ
ス
ロ
 
ッ
ク
 

ミ
ノ
ル

カ
 
ア
ン
ダ

ル
シ
ャ

ン
  

モ
ッ

ト

ル
ド
  ア
ニ
 
ュ
ー
ナ
 

ブ
レ

ケ
ー
ル
 

現
時
曾
長
大
橋
豊
三
郎
に
し
て
曾
員
十
一
名
な
り
 

金
木
村

芋

果
栽
培

の
沿
革
 

明
治
十
二
年
本
村
木
村
岩
五
郎
始
め
て
革
果
樹
を
栽
培
せ
し

か
営
時
革

果
の
員
債
を
知
る
も
の
な
く
小
数
の
苗
木
を
庭
園
の
一
隅
に
植
る
に
過
き

さ
り
し
同
十
八
年
に
至
り
木
村
園
男
松
尾
友
義
角
田
哲
郎
の
三
氏
弘
前
市

よ
り
苗
木
数
百
本
を
購
入
し
大
に
栽
培
を
試
み
た
り
 

吾
地
方
は
気
候
土
壌
共
に
準
果
に
適
し
其
成
績
最
も
佳
良
に
し

て
有
益

な
る
を
認
め
爾
来
之
れ
か
栽
培
を
な
す
も
の
の
数
十
戸
に
及
ひ
同
二
十
「
1
 

四
年
に
至
り
て
は
殆
と
毎
戸
栽
植
せ
る
も
の
如
し
然
れ
と
も
之
か
栽
培
の

方
法
幼
稚
な
る
を
以
て
害
轟
病
害
の
如
き
は
敢
て
意
を
留
め
す
腐
欄
病
あ

り
紫
紋
病
あ
り
又
綿
姦
貝
殻
姦
象
鼻
轟
等
一
般
に
博
播
し
悲
境
に
沈
論
せ

る
も
の
あ
り
と
雛
と
も
之
か
防
禦
の
策
を
講
し
培
養
其
宜
し
き
を
得
は
将

来
地
方
物
産
の

ー
と
な
る
に
至
ら
ん
 

初
め
革
果
を
栽
植
せ
る
も
の
種
類
の
選
揮
を
な
さ
す
早
中
晩
熟
四
十
除

種
な
り
し
か
漸
次
改
善
し

て
現
今
に
至
て
は
六
七
種
に
過
ぎ
す
栽
培
反
別

十
町
歩
除
果
樹
数
三
千
三
百
二
十
五
本
戸
数
二
百
五
十
三
戸
な
り
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小
 
間
 
物
 
商

湯
葉
製
造
業

荒

物
雑
貨
商

織
 
物
 
商

飲
 
食
 

店

魚
 
類
 

商

米
 

穀
 
商

旅
 
人
 

宿

菓
 

子
 
商

牛
 
馬
 
宿

料
 

理
 

屋

呉
 

服
 
商
 

種
 
目
 

一 二 四 
一 
一 三 五 四 三 

五 
七 六 六 六 

戸
数
 

蒸
 
気
 動
 
力

製
材
 

所

水
 
車
 揚
 
臼
 
精
 
米
 場

水
車
動
力
摩
擦
機
械
精
米
場

石
油
襲
摩
擦
機
械

精
米
場

煉
 

瓦
 
製
 
造
 
業

清
 

酒
 
醸
 
造
 
業

油
 
製
 
造
 
業

麹
 
製
 
造
 

業

飴
 
製
 
造
 

業

木
 
賃
 

宿

湯
 
屋
 

業
 

種
 

目
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

一
 
一
 
一
 
一
 

三
 
三
 
三
 

戸

数
 

明
治
四

十

三
年
十

二
月
末
現

在
 

金
木

村
 

曾
員
相
互

の
連
絡
を
岡
り
商
業
上
便
宜
を
興
ふ
る
こ
と
 

商
業
上
に
開
す
る
総
て
の
調
査
を
行
ふ
こ
と
 

取
引
に
閲
す
る
曾
員
の
紛
伝
を
仲
裁
判
断
を
蔦
す
こ
と
 

商
業
に
開
す
る
談
話
講
演
等
を
開
催
す
る
こ
と
 

貯
金
を
奨
励
す

る
こ
と
 

商
業
取
引
を

一
定
す
る
こ
と
 

金
木
村

副
業
 

本
業
は
藁
細
工
柳
細
工
の

二
種
に
し
て
北
津
軽
郡
尚
武
曾
に
属
し
金
木

村
尚
武
曾
支
部
の
斡
旋
に

依
り
軍
人
遺
族
の
為
め
に
設
立
せ
る
も
の
に
し

て
明
治
三
十
九
年
教
師

を
職
し
柳
細
工
を
奨
励
せ
し
か
今
は
斯
業
に
従
事

す
る
も
の
な
く
自
ら
慶
頑
に
蹄
し
た
り
然
れ
と
も
藁
細
工
の
如
き
は
益
襲

達
進
歩
し
縄
延
苫
等
ー
ケ

年
の
産
額
数
百
回
を
算
す
る
に

至
れ
り
 

耕
地
整

理
 

不
毛
の
地
を
開
拓
し
在
来
の
耕
地
を
改
良
し

て
生
産
力
を
進
む
る
は
今

日
の
急
務
と
す
る
所
に
じ

て
政
府
の
耕
地
整
理
を
奨
励
指
導
す
る
も
の
此

意
に
外
な
ら
す
金
木
医
は
荒
無
地
三
百
三
十
除
町

歩
を
有
し
従
来
軍
に
株

場
と
し
て
充
用
し
来
り
し
か
近
時
民
力
疲
弊
と
共
に
之
を
開
墾
し
て
生
産

を
計
る
も
の
多

々
あ
り
而
も
開
墾
は
自
然
の
大
勢

な
る
を
以
て
該
地
の
内

約
六
十
除
町
歩
を
耕
地
整
理
す
る
の
計
量
を
立
て
明
治
四
十
四
年
五
月
賓

地
踏
査
し
次
て
設
計
調
査
を
遂
げ
大
小
の
道
路
排
水
溝
梁
等
巳
に
工
事
成

り
て
将
に
開
墾
に
着
手
せ
ん
と
す
成
功
の
晩
は
従
来
の
葛
株
に
比
し
数
十

倍
の
生
産
を
見
る
は

今
燕
に
貝
膿
的
に
述
へ
さ
る
も
明
ら
か
な
る
へ
し
因

に
記
す
此
原
野
は
去
る
三
十
三
年
野
戦
砲
兵
第
八
聯
隊
の
射
的
場
と
し
て

陸
軍
省
に
買
牧
せ
ら
れ
た
る
か
同
四
十
一
年
同
省
に
於
て
不
用
に
属
し
た

る
よ
り
特
別
沸
下
を
受
け

た
り
 

金
木
村
商
業
 

金
木
村

商
業

の
状
況
 

本
村
に
於
け
る
商
業
は
近
時
漸
く
襲
達
の
機
運
に
向
ひ
店
舗
の
数
も
亦

随
て
増
加
し
た
る
は
斯
業
の
蔦
め
慶
す
へ
き
も
稀
に
は
品
質
の
如
何
を
間

は
す
萄
も
廉
債
に
販
責
し
て
一
時
の
利
を
博
せ
ん
と
す
る
も
の
の
あ
る
を

憂
ひ
有
志
者
相
謀
り
て
之
か
矯
正
の
道
と
尚
将
来
商
業
上

襲
展
の
策
を
講

せ
ん
と
し
て
金
木
商
業
協
曾
を
設
立
し
て
を
以
て
将
来
果
し
て
斯
業
の
進

歩
襲
展
を
見
る
に
至
ら
ん
商
業
家
は
村
内
戸
数
百
二
十
五
戸
に
し

て
之
を

業
別
す
れ
は
左
の
如
し
 

其
他
銀
行
曾
社
の
種
類
及
業
務
を
畢
く
れ
は
左
の
如
し
 

一
、
合
資
曾
社
金
木
銀
行
 
銀
 

行
 
業

一
、
合
資
曾
社
津
島
商
行
 
金
銭

物
品
貸
付
業

一
、
合
資
曾
社
高
橋
商
行
 
同
 
上
 

金

木
村

商
業
協
曾
（
一

月
十
五日
創
立
）
 

本
曾
は
明
治
四
十
三
年
一
月
の
創
立
に
し
て
商
業
の
改
善
襲
達
を
岡
る
 

を
以
て
目
的
と
せ
り
而
し
て
本
曾
に
於
て
執
行
す
る
項
目
を
畢
く
れ
は
 

一
、
商
業
の
襲
達
を
奨
励
す
る
こ
と
 

一
一
、商
業
道
徳
の
普
及
を
岡
る
こ
と
 

三
、
商
業
上
の
信
用
を
重
す
る
こ
と
 

十
、
前
各
項
の
外
商
業
の
襲
達
及
改
善
に
開
し
必
要
な
る
事
項
 

本
曾
の
曾
頭
津
島
源
右
衛
門
副
曾
頭
津
島
忠
次
郎
に
し

て
其
他
参
事
員
 

十
名
書
記
二
名
を
置
く
 

金
木
村

」父
通
機
開
 

本
村
に
於
け
る
交
通
機
開
と
し
て
は
先
つ
乗
合
馬
車
と
す
現
在
の
乗
合

馬
車
は
定
員
八
名
の
も
の
五
憂
あ
り
人
力
車
も
亦
五
憂
に
し

て
乗
合
馬
車

は
村
の
中
央
に
待
合
所
を
設
け
日
々
五
同
の
定
時
襲
車
を
な
し
三
同
は
南

五
所
川
原
に
至
り

（
同所
よ
り
大
釈
迦
に
通
す
る
馬
車
の
便
あ
り
）
二
回

は
北
中
里
村
脇
元
村
等
を
経
て
小
泊
村
に
至
れ
り
自
韓
車
を
所
持
す
る
も

の
近
時
益
増
加
し
目
下
十
五
憂
あ
り
と
云
ふ
又
大
林
匿
署
の
経
管
せ
る
森

林
織
道
あ
り
て
東
郡
蟹
田
村
を
起
鮎
と
て
森
林
を
通
過
し
て
北
郡
今
泉
、
 

中
里
、
金
木
の
諸
村
を
経
て
喜
良
市
村
に
達
し
更
に
喜
良
市
よ
り
飯
詰
村

に
至
る
支
線
を
設
け
専
ら
官
工
木
材
運
搬
の
用
に
併
せ
り
 

金
木
村

輸
出
米
組
ム
ロ
 

米
穀
は
本
村
唯
一
の
物
産
に
し

て
数
年
前
よ
り
営
業
者
は
組
合
を
設
け

品
質
に
俵
装
に
改
良
を
加
へ

つ
つ
各
地
に
輸
出
し
来
り
し
か
去
る
三
十
九

年
三
月
本
懸
輸
出
米
倹
査
規
則
襲
布
せ
ら
れ
し
ょ
り
本
組
合
規
約
を
定
め

益
々
之
れ
か
改
良
を
計
り
し
以
来
著
し
く
其
敷
を
奉
し
諸
謂
金
木
米
の
馨

債
を
博
し
て
年
一
年
に
多
額
の
米
穀
を
輸
出
す
る
に
至
れ
り
而
し
て
最
近

の
輸
出
米
額
及
輸
出
先
組
合
人
名
、
左
の
如
し
 

明
治
四
十
二
年
 
壷
寓
七
千
四
百
六
拾
俵
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西
津
軽
郡
十
「
府
へ

輸
出
 

同
 
四
十
三
年
 
式
菖
式
千
八
百
五
十
式
俵
 

同
 
上
 

同
 
四
十
四
年
 
自
一
月
至
八
月
式
菖
五
千
五
百
八
拾
俵
 

現
時
の
曾
長
は
高
橋
良
三
郎
副
曾
長
鳴
海
祐
一
外
幹
事
四
名
評
議
員
六

名
賛
助
員
二
十
五
名
曾
員
五
十
三
名
な
り
と
云
ふ
 

金
木
村
振
興
ム

ム
 

同
 

上
 

本
曾
は
戊
申
詔
書
の
聖
旨
を

奉
膿
し
明
治
四
十
二
年
十
二
月
の
創
立
に
 

但
壷
俵
四
斗
入
な
り
 

因
に
十
三
村
よ
り
仕
向
先
左
の
如
し
 

北
海
道
 
函
館
 
福
山
 
吉
岡
 
美
園
 
福
島
 

組
合
人
名
左
の
如
し
 

高
橋
 
清
吉
 
村
田
 
義

男
 
山
本
 
金
蔵
 

津
田
要
太
郎
 

秋
元
兼
三
郎
 
津
島
 
又
吉
 
長
尾
 

元
吉
 

荒
開
 
タ
カ
 

太
田
徳
太
郎
 
大
橋
豊
三
郎
 

》
木
村
各
種
の
園
彊
及
曾
合
 

金
木
主
月
年
曾
 

本
曾
は
戊
申
詔
書
の
聖
旨
を
奉
膿
し
明
治
四
十
一
年
十
二
月
の
創
立
に

し
て
金
木
各
小
畢
校
に
於
け
る
同
窓
の
畢
友
相
曾
し
互
に
知
識
の
交
換
精

神
の
修
養
に
努
め
毎
月
一
同
定
期
の
開
曾
あ
り

て
雑
誌
、
書
籍
、
購
讃
、
 

演
説
、
講
話
、
夜
畢
曾
、
膿
育
奨
働
或
は
有
識
の
名
士
を
招
待
し

て
演
説

若
く
は
講
話
を
開
催
す
る
等
各
種
の
有
益
な
る
事
業
あ
り
て
秩
序
整
然
曾

務
を
慮
理
せ
ら
る
る
を
見
る
 

奮
来
の
俵
武
多
を
慶
止
す
る
事
 

但
一
人
持
は
此
限
に
あ
ら
す
 

村
祭
と
稲
し
種
々
の
扮
装
を
為
し
村
内
を
練
廻
る
こ
と
を
鷹
止

す
る
事
 

各
自
平
素
衛
生
に
注
意
す
る
事
 

左
の
者
に
封
し
幹
事
は
其
匿
域
を
監
視
し
幹
事
長
に
報
告
し
幹

事
長
は
之
を
曾
長
に
報
告
す
る
事
 

一
、
勅
倹
力
行
、
品
行
方
正
、
公
共
事
業
に
盛
力
す
る
も
の
其
他
善

行
者
と
認
む
へ
き
も
の
 

一
、
素
行
修
ま
ら
す
酒
色
に
耽
り
著
修
に
流
れ
其
他
紋
責
賭
博
等
を

な
し

一
村
の
風
俗
を
害
す
る
も
の
と
認
む

へ
き
も
の
 

一
、
畢
生
其
他
見
童
に
し
て
品
行
方
正
親
に
孝
行
な
る
も
の
 

一
、
災
害
に
羅
り
又
は
性
来
不
具
等
に
し
て
生
活
に
甚
し
く
困
難
な

る
も
の
 

本
曾
の
決
議
事
項
は
幹
事
を
し
て
各
其
匡
域
内
の
民
衆
に
普
及

責
行
せ
し
む
る
事
 

現
時
曾
長
津
島
源
右
衛
門
に
し
て
副
曾
長
は
今
平
次
郎
な
り
而
し
て
幹

事
長
十
名
幹
事
三
十
名
曾
員
村
民
七
百
有
除
名
を
以
て
組
織
せ
り
 

金
木

少
年
養

生
曾
 

明
治
三
十
三
年
金
木
榊
明
曾
と
構
し
て
営
村
高
橋
良
三
郎
の
主
唱
せ
る

早
起
運
動
を
目
的
と
せ
る
曾
合
あ
り
し
か
故
あ
り
て
中
止
し
同
四
十
二
年

の
而
も
厳
冬
の
季
に
於
て
津
島
源
右
衛
門
主
唱
者
と
な
り
て
金
木
少
年
養
 
 

し
て
事
務
所
を
金
木
村
役
場
内
に

設
け
勘
倹
力
行
風
俗
矯
正
を
本
と
し
主

と
し
て
村
の
福
利
推
進
を
計
る
を

以
て
目
的
と
す
る
も
の
に
し

て
目
下
賓

行
す
へ
き
項
目
左
の
如
し
 

葬
家
に
於
て
手
博
人
に

酒
喰
を
供
せ
さ
る
事
 

手
博
人
は
葬
家
の
指
定
し
た
る
場
所
に
曾
合
し
葬
式
を
終
ら
さ
る

ま
て
退
散
せ
さ
る
事
 

町
村
組
合
を
な
し

俗
に
茶
と
構
し
飲
食
物
を
携
へ
葬
家
に
至
る
を

鷹
止
す
る
事
 

婚
濃
の
節
村
内
若
者
に
酒
を
興
ふ
る
こ
と
及
樽
入
朋
友
招
待
を
磨
 

止
す
る
事
 

但
奮
来
よ
り
戸
主
に
属
す
る
泥
近
を
招
く
は
此
限
に
非
す
 

羅
災
者
の
普
通
博
を
な
す
も
の
食
事
時
間
に
至
ら
は
退
散
す
る
事
 

一
月
の
（
カ
パ
カ
パ
）
を
磨
止
す
る
事
 

一
月
の
餅
の
贈
答
を
な

さ
さ
る
事
 

厄
年
の
家
に
封
し
樽
入
を
な
さ
さ
る
事
 

官
公
吏
変
迭
及
軍
人
除
隊
の
鴛
め
に
設
く
る
宴
曾
を
慶
止
す
る
事

但
金
品
を
贈
興
す
る
は
此
限
り
に
あ
ら
す
 

岩
木
山
登
山
者
の
篤
に
す
る
送
迎
及
慰
労
等
の
宴
曾
を
鷹
止
す
る
事
 

生
曾
を
起
し
膿
育
の
忽
に
す
へ
か
ら
さ
る
を
慮
り
毎
朝
早
起
運
動
を
行
は

し
む
る
の
趣
旨
を
以
て
父
兄
及
有
志
者
を
説
き
曾
員
五
十
名
を
募
集
し
て

同
四
十
三
年
二
月
之
か
襲
曾
式
を
畢
け
自
ら
資
金
を
投
し
て
諸
般
の
設
備

を
為
し
而
し
て
毎
月
一
同
衛
生
に
閲
す
る
演
説
講
和
若
く
は
幻
燈
曾
を
開

き
専
ら
智
育
、
徳
育
、
膿
育
の
襲
達
を
普
及
せ
し
め
ん
事
を
企
岡
せ
り
本

曾
の
曾
長
は
津
島
源
右
衛
門
に
し
て
理
事
五
名
顧
問
七
名
其
他
幹
事
長
一

名
幹
事
五
名
を
置
く
 

金
木
村

地
主

曾
 

本
曾
は
明
治
四
十
三
年
二
月
の
創
立
に
し
て
曾
長
津
島
源
右
衛
門
副
曾

長
高
橋
蒲
左
衛
門
評
議
員
十
五
名
書
記
二
名
曾
員
六
十
名
を
以
て
組
織
す

要
す
る
に
本
曾
は
農
事
の
改
善
小
作
人
の
保
護
奨
励
を
篤
し

一
家
の
幸
福

農
村
の
繁
栄
を
岡
る
を
以
て
目
的
と
せ
り
本
曾
の
責
行
す
へ
き
項
目
を
畢

く
れ
は
左
の
如
し
 

一
、
本
曾
は
戊
申
詔
書
の
聖
旨
を
奉
膿
し
農
村
の
風
俗
を
矯
正
し
勧
倹

力
行
の
美
風
を
養
成
す
る
事
 

一
一
、本
曾
員
は
出
来
得
る
限
り
永
小
作
の
方
針
を
採
り
又
普
通
小
作
地

と
難
も
狼
り
に
之
を
解
除
す
る
事
を
得
さ
る
も
の
と
す
 

地
主
と
小
作
人
間
に
於
け
る
精
神
上
の
結
合
を
岡
る
事
 

本
曾
員
は
小
作
地
に
要
す
る
種
籾
の
品
種
を
定
め
種
籾
及
肥
料
農

具
等
の
購
入
を
な
す
も
の
に
封
し
便
宜
を
興
へ

一
旦
斡
旋
の
努
を
採

る
事
 

本
曾
員
は
其
業
態
に
因
り
鳥
す
能
は
さ
る
も
の
の
外
若
干
の
田
地
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を
自
作
す
る
事
 

本
曾
は
卒
先
農
産
改
善
増
殖
を
責
行
し
小
作
人
の
模
範
た
る
へ
き
事
 

本
曾
員
は
田
畑
耕
転
の
改
良
及
害
姦
駆
除
の
方
法
を
講
究
し
之
を

小
作
人
に
普
及
す
る
事
 

本
曾
員
は
勿
論
小
作
人
は
稲
間
に
襲
生
せ
る
稗
の
抜
取
り
を
励
行

す
る
事
 

生
産
米
の
乾
燥
及
俵
装
を
完
全
な
ら
し
む
る
事
 

本
曾
は
毎
年

一
同
立
毛
品
評
曾
又
は
小
作
米
品
評
曾
を
開
設
す
る
事
 

本
曾
は
毎
年
一
同
以
上
農
事
講
習
曾
又
は
農
談
曾
を
開
設
す
る
事
 

本
曾
は
線
曾
の
決
議
に

依
り
成
る
へ
く
小
作
米
を
一
定
す
る
事

十
一三
区

秋
其
他
の
災
害
に

遭
ひ
た
る
時
は
本
曾
は
総
曾
を
開
き
小
作

米
の
減
免
を
な
さ
し

む
る
事
 

本
曾
は
小
作
人
の
天
災

地
愛
に
羅
り
た
る
も
の
に
封
し
其
地
主

を
し
て
相
嘗
保
護
位
救
を
な
さ
し
む
る
事
 

本
曾
は
時
宜
に
依
り
適
営
の
箇
所
を
査
定
し
地
主
を
し
て
耕
地

整
理
を
責
行
せ
し
む
る
事
 

本
曾
は
小
作
人
を
し
て
産
業
及
購
買
貯
蓄
信
用
等
の
各
種
の
組

合
を
組
織
せ
し

む
る
事
 

模
範
と
す
へ
き

地
主
の
表
彰
を
知
事
に
菓
請
す
る
事
 

模
範
と
す
へ
き

小
作
人
の
表
彰
を
郡
長
に
棄
請
し
且
褒
賞
を
行

ふ
事
 

前
各
項
の
外
農
産
増
殖
及
小
作
人
保
護
奨
励
に
開
し
必
要
な
る

事
項
 

木
林林
保
護

組
八
ロ
 

木
材
は
本
村
重
要
物
産
の

ー
に
し
て
山
下
村
民
た
る
も
の
常
に
愛
林
思

想
を
養
ひ
保
護
す
る
は
営
然
の
義
務
た
り
数
年
前
よ
り
有
志
相
謀
り
保
護

組
合
を
設
け
た
り
し
も
基
礎
輩
固
な
ら
ざ
る
為
め
事
積
見
る
へ
き
も
の
な

き
を
以
て
明
治
四
十
三
年
の
秋
更
に
組
織
を
改
め
組
合
員
努
力
し

て
其
責

を
畢
け
ん
事
を
期
せ
り
現
時
の
役
員
左
の
如
し
 

金
木
医
役
員
 
組
合
長
 
大
橋
 
豊
吉
 

副
組
合
長
 
角
田
 
勇
助

外
幹
事
 
八
名
 

川
倉
逼
役
員
 
組
合
長
 
中
谷
 
清
水
 
副

組
合
長
 
泉
谷
丑
太
郎

外
幹
事
 
五
名
 

大
谷
派
婦
人

法
話
曾
金

木
支
場
 

本
支
場
は
二
諦
相
依
の
教
旨
に
基
き
婦
徳
を
酒
養
し
来
世
の
得
脱
を
期

す
る
目
的
の
下
に
組
織
し
た
る
も
の
に
し
て
客
年
七
月
本
部
の
認
可
を
得

た
り
目
下
曾
員
三
百
五
十
五
名
を
有
す
主
要
の
事
項
及
役
員
左
の
如
し
 

一
、
天
災
事
愛
に
際
し
同
胞
の
困
苦
を
慰
籍
す
一
社
曾
事
業
を
起
し
又
 

は
補
助
す
る
こ
と
あ
る
へ
し
 

場
長
 
津
島
 
ィ
シ
 
副
 
高
橋
 
キ
ン
 
幹
事
 
高
橋
 
タ
ミ

高
橋
 
ャ
ナ
 

幹
事
 
津
島
 
タ
マ
 
大
橋
 

ノ
ブ
 

大
橋
 
ト

ー
フ

賛
助
員
 
中
村
 
喜
徳
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木
村
働
倹
貯
 

神
社

イ
閣
 

節
酒
曾
郵
便
貯
金
組

A
ロ
 

本
組
合
は
日
露
戦
争
に
際
し
図
民
勧
倹
の
馨
に
促
さ
れ
主
と
し
て
役
場

員
に
於
て
毎
月
給
料
の
幾
分
を
貯
蓄
せ
し
も
の
に
て
明
治
三
十
八
年
三
月

沸
戻
制
限
貯
金
の
認
可
を
得
目
下

の
人
員
十
五
名
に
し
て
現
在
貯
蓄
金
百

九
拾
回
拾
壷
銭
九
厘
券
六
拾
回
を
有
せ
り
 

金

木
勧
倹
貯
金

曾
 

本
曾
は
貯
蓄
思
想
を
襲
達
せ
し
め
ん
か
為
め
有
志
者
の
計
書
せ
し
も
の

に
し
て
明
治
三
十
八
年
三
月
其
筋
の
認
可
を
得
挑
戻
制
限
に
依
り
毎
月
貯

金
を
な
せ
り
目
下
の
人
員
五
十
六
名
貯
金
額
千
五
百
除
回
を
有
す
 

日
露
戦
争
記
念

組

A
ロ
貯
金
 

本
組
合
は
戦
時
記
念
貯
金
に
し
て
目
下
組
合
員
八
名
貯
金
総
額
千
七
百

除
目
を
有
す
 

寺
町

義
金
貯
蓄
 

本
貯
蓄
は
町
内
警
備
費
等
に
支
出
す
る
金
員
に
し
て
町
内
に
住
居
す
る

も
の
は
必
ず
義
金
を
な
し
毎
月
平
均
壷
回
式
拾
銭
を
積
み
明
治
三
十
九
年

十

一
月
よ
り
責
施
し
現
下
金
四
拾
五
園
を
有
せ
り
 

郷
社

八
幡
宮
 

金
木
村
大
字
朝
日
山
百
五
十
四
番
地
に
あ
り
境
内
一
反
四
畝
一
歩
松
棒

楓
樹
等
幾
多
の
老
木
欝
蒼
書
尚
暗
く
御
神
木
と
唱
へ
し
老
松
は
明
暦
年
中

津
軽
大
蔵
殿
の
御
手
植
な
り
し
と
云
ふ
本
殿
拝
殿
共
に
宏
社
に
し

て
神
威

厳
し
く
人
を
し
て
自
ら
崇
拝
の
念
を
起
さ
し
む
惜
い
か
な
明
治
三
十
八
年

四
月
十
六
日
金
木
大
火
の
際
悉
く
類
焼
に
羅
り
た
る
を
以
て
社
司
笹
木
千

影
及
氏
子
惣
代
人
等
協
力
し
総
経
費
式
千
参
百
八
拾
六
回
の
寄
附
金
を
募

り
同
四
十
一
年
拝
殿
新
築
同
四
十
二
年
本
堂
も
亦
新
築
落
成
を
告
ぐ
其
建

築
規
模
壮
厳
且
っ
彫
鎮
精
を
極
む
同
年
十
月
遷
座
式
を
畢
行
せ
り
本
社
の

創
立
祭
神
の
勘
青
年
月
は
詳
か
な
ら
さ
る
も
大
永
年
中
北
畠
家
の
再
建
な

り
し
と
の
事
口
碑
に
博
は
れ
り
天
正
時
代
よ
り
は
笹
木
氏
社
司
た
り
藩
祖

為
信
公
御
代
怨
敵
退
散
の
御
祈
願
被
仰
付
其
折
御
紋
付
の
御
暮
同
御
燈
篭

其
他
敷
品
下
賜
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
之
に
て
由
緒
正
し
き
神
社
な
る
こ

と
明
か
な
り
類
焼
に
羅
り
し
本
社
建
物
は
享
保
二
年
御
代
官
斎
藤
四
郎
兵

衛
栗
原
喜
兵
衛
雨
氏
の
主
唱
に
し
て
金
木
組
中
の
再
建
に
係
れ
り
而
し
て

祭
神
は
畢
田
別
命
、
天
照
皇
大
神
、
須
佐
之
男
命
、
朝
遇
突
智
命
、
蒼
稲

魂
命
の
五
神
に
て
毎
年
五
月
十
八
日
を
以
て
例
祭
日
と
す
 

現
時
社
司
は
笹
木
千
影
に
し
て
氏
子
四
百
五
十

一
戸
惣
代
人
は
津
島
右

衛
門
、
高
橋
覇
左
衛
門
、
大
橋
友
三
郎
、
蝦
名
元
太
郎
、
徳
田
儀
助
、
白
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